
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
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第
五
十
三
回
通
常
総
会
は
、

五
月
二
十
三
日(

木
）
午
後
四
時

半
よ
り
、
台
東
区
の
「
上
野
東

天
紅
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、

各
議
案
が
す
べ
て
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

高

橋

理

事

の

司

会

で

定

数

を
満
た
し
て
い
る
た
め
総
会
は

設
立
す
る
旨
が
宣
言
さ
れ
、
議

長
に
渡
邉
正
一
顧
問
を
選
出
し

て
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

第
一
号
議
案
・
平
成
三
十
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
関
係
書

類
承
認
の
件
は
、
本
間
敏
道
専

務
理
事
が
原
案
を
朗
読
し
、
続

い
て
森
田
賢
氏(

代
読)

が
監
査 

 

 

報
告
を
行
い
、
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
号
議
案
・
令
和
元
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に

経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決

定
の
件
で
は
、
本
間
専
務
理
事

が
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案
を

朗
読
し
、
満
場
一
致
で
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
号
議
案
・
令
和
元
年
度

に
お
け
る
借
入
れ
金
額
の
最
高

限
度
額
決
定
の
件
に
つ
い
て
も
、

従
来
ど
お
り
二
千
万
円
と
し
た

い
と
説
明
が
あ
り
、
第
四
号
議

案
・
役
員
報
酬
決
定
の
件
で
も

従
来
ど
お
り
支
給
し
な
い
旨
を

説
明
し
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
五
号
議
案
・
定
款
一
部
変

更
の
件
に
つ
い
て
は
、
本
間
専

務
理
事
よ
り
組
合
員
減
少
の
た

め
、
組
合
の
効
率
的
な
運
営
を

図
る
た
め
に
、
理
事
の
定
数
を

減
少
す
る
定
款
一
部
変
更
に
つ

い
て
説
明
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
六
号
議
案
・
理
事
・
監
事

選
挙
の
件
で
は
、
渡
邉
議
長
よ

り
例
年
通
り
指
名
推
薦
制
を
取

り
た
い
旨
が
説
明
し
、
選
考
委

員
長
に
本
堂
誠
氏
、
選
考
委
員

に
高
橋
邦
浩
氏
、
本
間
敏
道
氏

が
指
名
さ
れ
、
別
室
に
於
い
て

選
考
委
員
会
が
開
か
れ
た
結
果
、

別
紙
の
通
り
理
事
八
名
、
監
事

二
名
が
候
補
と
し
て
委
員
長
よ

り
発
表
さ
れ
渡
邊
議
長
か
ら
新

理
事
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
た

結
果
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

ま
し
た
。 

引

き

続

き

第

一

回

目

の

理

事
会
が
別
室
で
開
催
さ
れ
、
理

事
長
に
北
島
憲
高
氏
、
副
理
事

長
に
平
山
良
一
氏
、
専
務
理
事

に
本
間
敏
道
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選

出
さ
れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。 

総

会

終

了

後

会

場

を

移

し

て
、
協
賛
会
員
、
ご
来
賓
、
報

道
関
係
者
を
交
え
て
恒
例
の
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
本
間
専
務

理
事
の
司
会
で
初
め
に
総
会
が

無
事
終
了
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

ご
来
賓
の
紹
介
の
後
、
新
役
員

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

挨

拶

に

立

っ

た

北

島

新

理

事
長
は
「
平
成
か
ら
令
和
と
い

う
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
理

事
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
ま
だ
四
十
五
歳
と

い
う
若
輩
者
で
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
業

界
は
弟
子
た
る
印
刷
を
無
視
で

き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印
刷
は
印
刷

よ
り
も
加
工
と
い
う
面
に
大
き
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な
特
徴
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
お
客
さ
ん
を
た
だ

待
つ
の
で
は
な
く
て
、
我
々
は

こ
う
い
う
も
の
も
作
れ
る
ん
で

す
よ
と
い
う
、
物
づ
く
り
の
精

神
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
組
合
活
動
を
通
し
て

学
べ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
所
で
は

で
き
な
い
こ
と
も
、
同
業
の
方

た
ち
の
知
恵
を
お
互
い
に
供
与

し
あ
っ
て
業
界
を
発
展
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。 

続

い

て

ご

来

賓

の

挨

拶

と

し
て
、
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
橋
北
隆
総
務
課
長
と

協
賛
会
の
西
尾
弘
之
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

こ

の

後

渡

邉

正

一

顧

問

の

音
頭
で
出
席
者
全
員
で
乾
杯
を

し
、
和
や
か
な
歓
談
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
午
後
八
時
に
平
山
良

一
副
理
事
長
が
中
締
め
の
挨
拶

に
立
ち
、「
こ
れ
ま
で
六
年
間
理

事
長
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た

が
。
こ
れ
と
言
っ
た
成
果
も
出

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
度
は

若
い
理
事
長
が
誕
生
し
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
及

び
協
賛
会
の
方
々
も
今
ま
で
以

上
に
こ
の
若
い
理
事
長
を
支
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
り
、
景
気
よ
く
三
本
締
め

で
め
で
た
く
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 

 

新
役
員
は
次
の
通
り
。 

 

■
理
事
長
・
北
島
憲
高(

北
島

シ
ー
ル
印
刷
所)

■
副
理
事
長
・

平
山
良
一(

日
本
ラ
ベ
ル)

■
専

務
理
事
・
本
間
敏
道(

事
務
局)

■
理
事
・
高
橋
邦
浩(

ア
ー
ム
シ

ー
ル)

、
本
堂
誠(

サ
ン
技
研)

、

狩
野
浩
行(
シ
ー
レ
ッ
ク
ス)

、

藤
井
崇
徳(

大
進
ラ
ベ
ル)
 

栗
原
正
行(

ア
イ
ケ
イ
印
刷)

■

監
事
・
植
田
治
司(

丸
吾)
、
坂

内
仁
英(

光
英
堂
シ
ー
ル
印
刷)

 

 

令
和
元
年
度
事
業
計
画 

  

実
施
事
業 

１
．
技
術
・
環
境
対
策
委
員
会 

 

新
技
術
、
新
商
品
の
積
極
的

な
開
発
と
環
境
問
題
、
リ
サ
イ

ク
ル
化
に
取
組
む 

 

①
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展

の
開
催 

 

②
Ｒ
Ｐ
Ｆ
化
に
よ
る
リ
サ
イ

ク

ル

化

事

業

の

さ

ら

な

る

普

及
・
啓
蒙 

 

③
製
版
技
術
の
Ｃ
Ｔ
Ｐ
化
に

よ
る
進
歩
に
遅
れ
な
い
た
め
の

版
や
刃
型
な
ど
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
勉
強
会
の
実
施 

 

④
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
の

将
来
性
と
課
題
に
つ
い
て
検
討

す
る 

 
 

 

２
．
教
育
・
経
営
委
員
会 

 

経
営
者
と
従
業
員
の
意
識
改

革
と
、
資
質
の
向
上
を
目
的
に

し
た
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。 

①

人

材

の

育

成

を

目

指

し

た
、
経
営
者
、
従
業
員
へ
の
教

育
支
援
「
出
前
・
出
張
講
座
」

の
実
施 

②
環
境
対
応
へ
の
シ
ー
ル
・

印
刷
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
グ

（
Ｇ
Ｐ
）
認
定
取
得
支
援 

 

③ 

小
規
模
・
零
細
企
業
向

け

の

簡

易

版

事

業

継

続

計

画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
推
進 

３
．
広
報
・
情
報
シ
ス
テ
ム
化
委

員
会 組

合

員

に

対

し

迅

速

な

情

報
の
提
供
と
、
組
合
事
業
の
広

報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、 

多
様
な
情
報
化
時
代
へ
の
対
応

を
は
か
る
。 

 

①
組
合
機
関
紙
『
ラ
ベ
ル
ニ

ュ
ー
ス
』
の
よ
り
い
っ
そ
う
の

紙
面
充
実
を
は
か
る
。 

②

組

合

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

内
容
に
つ
い
て
、
大
幅
な
見
直

し
と
そ
の
活
用
方
法
の
研
究 

③

国

や

東

京

都

な

ど

の

金

融
情
報
、
助
成
金
情
報
の
迅
速

な
提
供
を
は
か
る
。 

④
「
２
０
１
９
年
、
２
０
２

０
年
版
組
合
員
名
簿
」
の
発
刊 

４
．
福
利
厚
生
委
員
会 

 

組
合
員
お
よ
び
従
業
員
の
福

利
厚
生
に
関
す
る
各
種
事
業
を

行
い
、
ゆ
と
り
と
余
裕
の
あ
る

労
働
環
境
構
築
に
努
め
る
。 

①

従

業

員

対

象

の

働

き

方

改
革
の
徹
底
、
有
給
休
暇
取
得

率
の
ア
ッ
プ
を
図
る
。 

 

 

②
組
合
研
修
旅
行
と
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
の
実
施
な
ど
組
合
員
、

従
業
員
を
対
象
に
し
た
福
利
厚

生
事
業
の
充
実 

 
 

 

 
 

③
育
児
休
業
や
介
護
休
業
法

な
ど
関
連
法
規
の
周
知
徹
底
。 

５
．
事
業
委
員
会 

 

①
組
合
財
政
の
基
盤
強
化
の

た
め
に
、
副
資
材
の
共
同
購
入

と
新
た
な
事
業
収
入
の
道
を
探

る
。 ②

雄
型
用
紙
等
、
副
資
材
等

組
合
取
扱
商
品
の
使
用
方
法
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介 

③

組

合

オ

リ

ジ

ナ

ル

取

扱

商
品
の
調
査
・
研
究
に
努
め
る
。 

④

組

合

取

扱

商

品

の

拡

大

と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る 

 

                                 



             

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

青
年
部
の
第
三
十
五
回
通
常

総
会
は
、
五
月
十
七
日
に
台
東

区
秋
葉
原
の
「
肉
の
万
世
」
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、
役
員
改
選

で
は
新
部
長
に
北
島
圀
芳
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
第
一
号
議
案
・
平
成

三
十
年
度
事
業
報
告
，
第
二
号

議
案
・
平
成
三
十
年
度
会
計
報

告
、
第
三
号
議
案
・
平
成
三
十

年
度
監
査
報
告
、
第
四
号
議
案
・

令
和
元
年
度
役
員
改
選
、 

第
五
号
議
案
・
令
和
元
年
度
事

業
計
画
、
第
六
号
議
案
・
令
和

元
年
度
予
算
案
を
審
議
し
、
す

べ
て
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

役
員
改
選
で
は
、
藤
井
崇
徳

部
長
か
ら
、
新
た
に
北
島
圀
芳

氏
が
選
出
さ
れ
、
挨
拶
に
立
っ

た
北
島
新
部
長
は
「
こ
れ
ま
で

以
上
に
青
年
部
を
活
性
化
さ
せ

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。 

 

新
役
員
は
次
の
通
り
。 

 

部
長
・
北
島
圀
芳(

北
島
シ
ー

ル
印
刷
所)

、
副
部
長
・
山
﨑
俊

(

旭
物
産)

、
副
部
長
会
計
・
藤

井
崇
徳(

大
進
ラ
ベ
ル
印
刷)

、

理
事
・
弓
納
持
大
輔(

昇
栄
シ
ー

ル)
 

 

令
和
元
年
度
事
業
計
画 

１.

青
年
部
の
活
動
促
進 

２.

正
札
・
神
奈
川
青
年
部
と
の

研
修
及
び
交
流 

３.

定
期
的
な
勉
強
会
・
研
修
会

の
開
催 

４.

印
青
連
・
中
央
会
を
通
じ
て

堂
業
種
・
異
業
種
と
の
交
流 

５.
W
E
B

を
通
じ
た
情
報
交
換

や
交
流
、
発
信
活
動(

S
N
S

等)
 

６.

親
組
合
と
の
相
互
連
携 

 

日
印
産
連
が
発
表 

社
会
責
任
報
告
書
を 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

金

子
眞
吾
会
長)

は
、
こ
の
ほ
ど

「
社
会
責
任
報
告
書
二
〇
一
八

/

二
〇
一
九
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

日
印
産
連
で
は
、
二
〇
一
五

年
に
国
連
に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ 

 

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
む
け
、

印
刷
業
界
と
し
て
の
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。 

二

〇

一

八

年

度

か

ら

は

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
か
っ

て
活
動
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
組

織
を
設
置
し
、
「
価
値
創 

出
」
、

「
企
業
行
動
」
、
「
地
球
環
境
」
、

「
広
報
」
の
四
つ
の
委
員 

会
と

連
動
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
計

画
を
立
案
し
事
業
を
開
始
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
報
告
書
の
中
で
は
、
日

印
産
連
の
取
り
組
み
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ 

十
七
の
ゴ
ー
ル
と
の
関
連

性
を
分
析
し
、
そ
の
内
容
を
と

り
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

内

容

は

①

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

な
地
球
環
境
に
向
け
て
②
社
会

の
期
待
に
応
え
る
誠
実
な
企
業

行
動
③
価
値
創
出
に
向
け
て
④

社
会
と
の
情
報
受
発
信
の
四
つ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
も
の
で

は
、
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン

グ(

Ｇ
Ｐ)

認
定
制
度
で
、
Ｇ
Ｐ

認
定
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
認
定

制
度
の
特
徴
、
印
刷
製
品
の
Ｇ

Ｐ
マ
ー
ク
の
表
示
、
Ｇ
Ｐ
認
定

制
度
の
普
及
と
地
球
環
境
保
全

な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。 

 

                                 

青年部第３５回総会開催  

新部長に北島國芳氏が  

「enjoy ラベル !」テーマ  

第 35 回青年部総会風景と新部長の北島圀芳氏  



                                 

                                 

 
 

    

日
本
ウ
エ
ス
ト(

長
田
和
志
社

長)

は
、
三
月
に
国
内
最
大
級
の

Ｒ
Ｐ
Ｆ(

固
形
燃
料)

工
場
を
京

都
市
内
の
本
社
隣
接
地
に
建
設

し
、
す
で
に
順
調
に
稼
働
し
て

い
る 

 

新
工
場
は
延
べ
一
六
一
七
㎡

で
、
原
料
の
破
砕
機
二
機
と
固

形
燃
料
の
三
機
を
備
え
、
Ｒ
Ｐ

Ｆ
の
月
間
生
産
量
は
約
四
千
二

百
ト
ン
で
、
隣
接
す
る
既
存
工

場
と
合
わ
せ
て
月
産
六
千
七
百

ト
ン
と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体

で
は
自
社
四
工
場
と
提
携
八
工 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

場
併
せ
て
一
万
七
千
ト
ン
で
、

国
内
最
大
級
の
設
備
と
な
っ
た
。 

 

新
工
場
の
大
き
な
特
徴
は
、

破
砕
原
料
を
配
管
で
風
送
し 

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
使
用
し
な 

い
こ
と
に
よ
っ
て
粉
塵
や
異
物

混
入
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
実

現
し
た
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
は
作
業
効
率
を
向
上
さ

せ
、
人
手
不
足
の
解
消
に
も
つ

な
が
り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
図

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
目
を
引
い
た

の
は
、
産
業
廃
棄
物
と
い
う
性

質
上
、
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ

な
い
火
災
へ
の
対
応
で
、
す
べ

て
の
ラ
イ
ン
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
の
設
備
を
施
し
て
お
り
、
火

災
に
は
万
全
の
対
策
を
取
っ
て

い
る
こ
と
。 

 

長
田
社
長
は
「
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
問
題
は
世
界
的
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ

ら
に
Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
需
要
が
高
ま
る

事
が
予
想
さ
れ
る
の
で
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。 

                                 

 

竣工した国内最大級の京都第一工場  

 

第
六
十
一
回
年
次
大
会
琵
琶
湖
大
会 

 
 

 

懇
親
会
は
船
上
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
を 

 

日
本
ウ
エ
ス
ト
が
新
工
場
建
設 

 
 

月
産
国
内
最
大
級
の
Ｒ
Ｐ
Ｆ
工
場
に 



   

 

リ
ン
テ
ッ
ク(

西
尾
弘
之
社

長)

で
は
、
四
月
二
日
に
今
年
度

採
用
の
新
入
社
員(
本
社
採
用

四
十
二
人
、
工
場
・
支
店
採
用

三
十
九
人
計
八
十
一
人)
の
入

社
式
を
行
い
、
西
尾
社
長
が
次

の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り

ま
し
た
。 

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
骨
子
は
次
の

通
り
。 

○

リ

ン

テ

ッ

ク

グ

ル

ー

プ

は
、
今
日
か
ら
中
期
経
営
計
画

「L
I
P

-2
0

1
9

」
の
最
終
年
度
を

迎
え
た
。
残
念
な
が
ら
厳
し
い

市
況
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
進
捗
は
極
め
て
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
、
皆
さ
ん
に
は
ま
ず
与

え
ら
れ
た
仕
事
を
き
ち
ん
と
こ

な
し
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
。 

 

    

同
時
に
、
働
き
や
す
く
、
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で
き

る
会
社
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
視
点
で
、
先
輩

社
員
に
建
設
的
な
意
見
を
伝
え

て
ほ
し
い
。「
働
き
方
改
革
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
と 

思
う
が
、
働
き
方
改
革
と
は
、

「
会
社
の
幸
せ
」
と
「
個
人
の

幸
せ
」
を
同
時
に
追
求
す
る
こ

と
。
言
い
換
え
る
と
、
生
産
性

の
向
上
と
社
員
の
生
活
の
質
的

向
上
を
ど
う
両
立
す
る
か
を
考

え
、
改
善
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

こ
れ
は
、
経
営
者
や
管
理
職
だ

け
の
仕
事
で
は
な
く
、
皆
さ
ん

を
含
め
て
全
社
員
で
取
り
組
ん

で
い
か
な
い
と
実
現
で
き
な
い
、

大
き
な
テ
ー
マ
と
い
え
る
。 

 

○

会

社

は

持

続

的

成

長

を

目
指
し
、
そ
し
て
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
が
自
ら
成
長
し
、
会
社

を
リ
ー
ド
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
今
日
、
皆
さ
ん
が

抱
い
て
い
る
高
い
志
を
今
後
も

持
ち
続
け
、
一
日
一
日
を
全
力

で
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
が
ど
ん

な
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
情
熱
と

責
任
感
を
持
っ
て
成
し
遂
げ
て

ほ
し
い
。
一
生
懸
命
、
誠
意
を

持
っ
て
取
り
組
め
ば
取
り
組
む

ほ
ど
、
苦
労
す
れ
ば
苦
労
す
る

ほ
ど
、
成
し
遂
げ
た
後
の
達
成

感
は
大
き
く
、
仕
事
が
楽
し
く

な
っ
て
く
る
は
ず
。
そ
の
結
果
、

お
客
様
か
ら
、
会
社
の
仲
間
か

ら
、
先
輩
か
ら
喜
ば
れ
、
信
頼

さ
れ
、
皆
さ
ん
自
身
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
る
と
い
う
好

循
環
が
生
ま
れ
る
。 

 

○
将
来
自
分
は
ど
う
な
り
た
い

か
、
ど
う
い
う
会
社
に
し
た
い

か
。
将
来
に
向
け
た
夢
を
持
ち
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ

と
が
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
キ
ー
プ
す
る
た
め

の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。「
で
き
な
い
」
、「
難
し
い
」
、

「
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
努
め
て
言

わ
な
い
。
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

考
え
で
行
動
し
、
た
と
え
失
敗

し
て
も
「
も
う
駄
目
だ
」
と
す

ぐ
に
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
る
の
で
は

な
く
、「
ま
だ
だ
め
だ
、
ど
う
し

よ
う
」
と
再
度
奮
起
し
、
自
分

が
納
得
す
る
ま
で
仕
事
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。 

 

○
皆
さ
ん
の
若
さ
は
、
会
社
に

と
っ
て
も
皆
さ
ん
自
身
に
と
っ

て
も
、
か
け
が
い
の
な
い
財
産

で
あ
る
。
新
鮮
な
目
と
、
感
覚

で
「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
、
「
こ
う
し

た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
」
と
い

っ
た
、
初
め
て
社
会
に
出
る
か

ら
こ
そ
浮
か
び
上
が
る
疑
問
や

問
題
意
識
を
強
く
持
ち
、
そ
れ

を
発
信
し
て
ほ
し
い
。
加
え
て
、

皆
さ
ん
に
は
独
自
の
カ
ラ
ー
を

身
に
着
け
、
自
分
の
い
い
と
こ

ろ
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
。
当
社

に
は
、「
至
誠
と
創
造
」
と
い
う

社
是
・
経
営
の
基
本
方
針
が
あ

る
。
皆
さ
ん
に
は
誠
意
、
思
い

や
り
の
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

創
造
の
精
神
、
す
な
わ
ち
新
た

な
も
の
を
創
り
出
そ
う
と
い
う

情
熱
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
人
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。 

 

メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

ジ
ャ
パ
ン
が
社
名
変
更 

  

㈱
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ジ
ャ
パ
ン
は
、
こ
の
ほ
ど
社
名

を
『
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｇ
Ｐ 

ジ

ャ
パ
ン
』
と
変
更
し
ま
し
た
。

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は

変
更
な
し
。 

                                 

 

リ
ン
テ
ッ
ク
入
社
式 

八
十
一
名
が 

 
 

 

西
尾
社
長
が
『
至
誠
と
創
造
』
訴
え
る 

 



■
膠
原
病
と
は 

 
膠
原
病
（
こ
う
げ
ん
び
ょ
う
）

と
い
う
名
前
は
時
お
り
耳
に
す

る
病
名
で
す
が
、
ど
ん
な
病
気

な
の
か
に
つ
い
て
は
意
外
に
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
膠
原
病
と

は
一
つ
の
病
気
を
指
す
の
で
は

な
く
、
共
通
す
る
性
質
の
病
気

を
総
称
す
る
言
葉
で
す
。 

                

以
前
は
難
病
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
医

療
の
進
歩
で
良
い
状
態
を
保
ち

な
が
ら
通
常
の
生
活
を
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
そ
の
特
徴
と
は 

膠

原

病

は

関

節

リ

ュ

ウ

マ

チ
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な

ど
を
指
し
ま
す
。
共
通
す
る
症

状
は
関
節
の
腫
れ
や
こ
わ
ば
り
、

痛
み
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

病
気
が
進
行
す
る
と
臓
器
に
も

障
害
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。 と

は
い
え
、
膠
原
病
は
臓
器

そ
の
も
の
に
異
常
を
生
じ
る
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
細
胞
と

細
胞
の
間
に
あ
る
結
合
組
織
に

異
常
が
現
れ
る
の
で
す
。
細
胞

同
士
を
結
び
付
け
て
い
る
も
の

を
膠
原
繊
維
（
コ
ラ
ー
ゲ
ン
）

と
い
い
、
こ
れ
が
膠
原
病
の
名

の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

結
合
組
織
は
全
身
に
存
在
し
て

い
ま
す
の
で
関
節
や
臓
器
な
ど
、

ど
こ
で
も
症
状
が
現
れ
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。 

 

な
ぜ
膠
原
病
が
発
症
す
る
の

か
、
そ
の
原
因
は
免
疫
機
能
の

異
常
に
あ
り
ま
す
。
人
体
に
は

異
物
で
あ
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
排
除
す
る
「
免
疫
」
と
い
う

機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

膠
原
病
で
は
こ
の
機
能
に
異
常

が
起
こ
っ
て
自
分
の
身
体
を
異

物
と
し
て
認
識
し
て
し
ま
い
、

そ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
の

で
す
。
こ
れ
を
「
自
己
免
疫
反

応
」
と
言
い
ま
す
。 

■
初
期
症
状
と
は 

個

々

の

病

気

に

よ

っ

て

異

な
り
ま
す
が
、
主
な
症
状
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
関
節
の
腫
れ
・
こ
わ
ば
り
・

痛
み
」
「
発
熱
」
「
疲
労
感
が
続

く
」
「
体
重
の
減
少
」
「
筋
力
の

低
下
・
筋
肉
痛
」「
皮
膚
に
紅
斑

や
紫
斑
が
現
れ
る
」「
レ
イ
ノ
ー

現
象
（
寒
さ
に
当
た
る
と
指
先

が
白
く
な
る
）
」
。
膠
原
病
の
初

期
症
状
は
カ
ゼ
の
症
状
に
似
て

お
り
、
生
活
に
も
さ
ほ
ど
支
障

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
進

行
す
る
と
関
節
に
変
形
が
現
れ

た
り
臓
器
に
障
害
が
起
こ
る
な

ど
、
日
常
生
活
に
不
自
由
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

一
度
進
ん
で
し
ま
っ
た
障
害
は

元
に
戻
ら
な
い
た
め
、
病
気
を

早
期
に
発
見
し
て
進
行
を
く
い

止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 ■
治
療
法
と
は 

治

療

の

中

心

は

薬

物

療

法

で
、
関
節
や
臓
器
の
障
害
を
防

ぐ
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。
薬
で

炎
症
を
軽
減
さ
せ
た
り
自
己
免

疫
反
応
を
抑
え
た
り
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
早
期
か
ら
治

療
を
始
め
る
の
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
薬
の
服
用
と
同
時
に
日

常
生
活
で
も
気
を
つ
け
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
①
疲

労
を
溜
め
な
い
こ
と
。
特
に
十

分
な
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
の

が
大
切
②
病
状
が
安
定
し
て
い

る
と
き
は
、
な
る
べ
く
身
体
を

動
か
し
た
り
運
動
療
法
と
し
て

の
体
操
を
し
た
り
し
て
、
筋
肉

や
関
節
の
機
能
を
維
持
す
る
よ

う
に
す
る
③
身
体
、
特
に
関
節

を
冷
や
さ
な
い
こ
と
も
大
切
。

衣
服
や
室
温
を
こ
ま
め
に
調
節

し
、
入
浴
な
ど
で
身
体
の
保
温

を
心
掛
け
る
④
治
療
中
は
感
染

症
に
罹
り
や
す
く
な
る
た
め
、

う
が
い
や
手
洗
い
を
励
行
し
身

体
に
傷
が
出
来
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
る
こ
と
も
必
要
、
の
各

点
で
す
。 

 

膠
原
病
の
初
期
症
状
は
カ
ゼ

な
ど
他
の
病
気
と
似
て
い
る
点

が
多
い
の
で
、
症
状
だ
け
で
病

気
を
診
断
で
き
ま
せ
ん
。
気
に

な
る
症
状
が
あ
れ
ば
医
師
に
相

談
し
て
血
液
検
査
な
ど
の
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
膠
原
病

を
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
良

い
状
態
を
保
っ
て
こ
れ
ま
で
通

り
の
生
活
が
可
能
な
の
で
す
。 

 

《
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No159 健康がいちばん !    

よく耳にする「膠原病」とは  

関節リウマチなどの総称  
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